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1　は　じ　め　に

あきた39はトヨニシキを対照にして育成した品種で．食

味特性と収量性を改善し，良質・安定多収型の中生品種と

して，1991年秋田県の奨励品種に採用された。しかし，近

年はあきたこまちやササニシキなどの良食味米生産に努め

てきたので，多収で耐肥性の強いあきた39の栽培には戸惑

いがあり，あきた39の品種特性を十分発揮できずに品質や

収量の低下を招いた農家も少なくない。この様なことから．

あきた39の栽培法や栽培指導上の生育・栄養診断の方法と

その指標の作成が急務になっている。

水稲の生育診断とは草丈と茎数など水稲の形態的な情報

を把握し客観的に判断する技術である。ここでは水稲品種

「あきた39」の62例の栽培試験データ（農業試験場28例．

農業改良普及所34例）を解析し．目標収鼻である720kg～

750kg／10a水準の時期別理想生育星を設定し，生育診断

法を明らかにしたので，その概要について報告する。

2　解析に用いた試験データ及び試験方法

（1）水稲の多収技術と高位平準化試験（1985年～1989年）

①中苗機械移植栽培　②N基肥竃：7kg～9kg／10a

③追肥時期と量：活着期，幼穂形成期軋減数分裂期に各N

2kg／10aを単独あるいは組み合わせ　④栽植密度：25．6

表1収量水準別収虫構成及び時期別生育の比較

株／ポ　⑤移植時期：5月10日　⑥有機物施用：堆肥2t

／10aあるいは無施用　⑦耕深：堆肥系列18m，無堆肥系

列13cIn

（2）水稲の生育診断システム開発試験（1990年～1991年）

試験方法は（1）に準じる。

（3）県内12農業改良普及所の普及展示は連絡試験（1991年）

担当農家の慣行栽培とし，N基肥量は5kg～8kg／10a，

追肥は活着期，幼穂形成期，減数分裂期に各Nlkg～4kg

／10aを単独あるいは組み合わせで，栽植密度は18．3株～

23．7株／ポであった。

3　試験結果及び考察

収鼻水準の設定は600kg／10aを基準にして，それぞれ

60kg／10aづつ上下させ，その水準の±30kg以内にある収

鼻の平均とした。収星水準別に主な収鼻構成要素及び時期

別生育の平均値と最大・最′ト値を表1に一覧にした。

あきた39の目標収量が720－750kg／10aの場合．各生肖

時期の主な形態は穂数500～520本／ポ．点高分げっ期茎数

は700－750本／杭倒伏限界の相良は78cm，幼穂形成期の

草丈は63cmであると考えられた。この結果に基づき慣行栽

培体系（全層基肥・移植栽培）における収屋が720～750kg

／10a水準の生哲診断法を有効茎決定期，最高分げっ期及

び幼穂形成期の各時期別に設定した。

収 量 水 準
玄米重　 縁数　 1怯　 全籾数　 豊熟　 千拉垂 瑚恥 悼 丈 （Ⅷ） 押長　　 穂長 時期別茎数（本／d ）

k ／10a）（本／ポ） 棚牧 （刊か切　 歩合　 （g） 6／25　 7／05　 7／15 （Ⅷ） （皿） 6／25　 7／05　 7／15

㌘讐 蓋芸 別9　　 537　 102．4　　 54．9　　 75．5　　 20，3 40．9　　 52．9　　 64．1 81．2　 19．0 663　　 838　　 816

約5　　 580　 106．1　 60．3　　 77．8　　 20．6 43．1　 57．8　　 68．7 鎚．5　 19．8 821 1．024　　 890

816　 491 95．9 51．1 72，2 20．1

783　 511 90．2 46．1 80．7 21．0

38．7　　 48．5　　 61．1 75．4　 18．7 546　　 736　　 706

780kg

n ＝1
44．2　　 57．0　　 64．3 79．2　 18，0 979　 1，078　　 870

㌘豊 蓋芸 718　　 468　　 88．6　　 41．4　　 84．6　　 20．9 47．3　　 57．6　　 71．3 78，0　 18．0 676　　 746　　 677

739　　 559　　 95．3　　 52．0　　 91，1　 21．7 51．6　　 69．5　　 83．4 86，5　 19．4 940　　 896　　 959

697　　 402　　 76．2　　 36．0　　 73．1　 19．7 40．9　　 42．1　 59，1 69．9　 15．3 480　　 534　　 443

讐 蓋芸 657　　 491　 85．4　　 4 1．9　　 81．3　　 20，1 46．9　　 62．4　　 73．6 76．6　 17．1 652　　 737　　 636

甜2　　 614　 126．2　　 60．6　　 94．0　　 21，1 55．8　　 74．4　　 86．8 91．2　 18 ．4 959　 1，066　　 877

630　　 365　　 70，0　　 31．4　　 53．9　 19．1 41．4　　 54．4　　 64．3 67．7　 14．6 389　　 462　　 44L

†㌔ 虫‡ 606　　 449　　 79．4　　 35．5　　 83，6　　 20．7 41．8　　 54．9　　 65．6 72．7　 17．8 591　 677　　 630
629　　 525　　 97．9　　 42．7　　 93，9　　 21．7 48．9　　 60．3　　 68，5 82．4　 18．7 862　　 881　 858

588　　 328　　 69．8　　 28．7　　 73．3　 19．3 39．3　　 47．0　　 61，0 64．8　 16，7 218　　 355　　 350

盟 蓋芸 521　 408　 78．5　　 32．2　　 84．5　　 20．6 40．5　　 55．0　　 64．5 67．5　 17．4 566　　 662　　 582

568　　 518　 109．8　 50．0　 93，4　　 21．4 48．5　　 66．6　　 74．8 79．6　 18．2 852　　 955　　 844

425　　 276　 61．2　　 20．6　　 70，1 19．3 37．2　　 47．5　　 54，1 55．5　 16．2 346　　 349　　 361

－39－



東北農業研究　　第　46　号　（1993）

（1）fi効茎決定期の生育診断：およそ9糞期（6月25日

～28日頃）に当たり，理想の生育は草丈40cm，茎数500－

520本／ポー生育足（草丈×茎数）は2×101である。これ

を基にして牛育星別にⅠ型～Ⅵ型までの生育型を設定し生

育診断を行う。診断結果に基づく技術的対策としては中干

しの時期と螢さで生育をコントロールする。

（2）最高分げっ期の生育診断：およそ10彙期（7月1日

～5日頓）に当たり∴理想の草丈は55cm，茎数は700～750

本／杭生育畠は3．9×104である。生育量別にⅠ型～Ⅵ型

までの生育型を設定し／と育診断を行う。診断結果に基づく

技術的対策としては中干しと水管理で茎の充実を図る。生

育過剰（Ⅵ型）が予想される場合には，やむ与えない手段

として倒伏軽減剤などの生育調節剤を使用する。

（3）幼穂形成期の生育診断：幼穂形成期は幼穂良が2mm，

東齢が11費の時期に相当し，7月10日～15日頃である。こ

の時期の生育診断では倒伏予測が重要となり．草丈は63C叫

茎数は650～700本／ポ，生育員は4．1×104で，これ以上の

場合は倒伏の危険性がある。生育崖別にⅠ型～Ⅵ型までの

生育型を設定し生育診断を行う。診断結果に基づく技術的

対策として窒素追肥の時期と量の判定基準を定めた。

生 育 型 水 管 理 等 の 対 策

Ⅰ　　 型 生育促進、通常 の間断 かんがい

Ⅱ　　 型 有効茎 を確保 してか ら中干 し

Ⅱ　　 型 中干 しを実 施する

Ⅳ　　 型 直ちに中干 しを実施する

Ⅴ－ 1 型 直ちに強めの中干 しを実施す る

Ⅴ－ 2 型 直ちに強めの中干 しを実施す る

Ⅵ　　 型 直ちに強めの中干 しを実施す る

図1有効茎決定期（9糞期）の生育診断と中干しの決定
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生 育 型 生 育 調 節 等 の 対 策

Ⅰ　　 型 生 育促 進、 通 常 の 間断 か ん が い

Ⅱ　　 型 ■通 常 の 間断 かん が い

Ⅱ　　 型 通 常 の 間断 かん が い

Ⅳ　　 型 中 干 しを継 続

Ⅴ － 1 型 強 めの 中 ・干 しを継続

Ⅴ － 2 型 強 めの 中 干 しを継続

Ⅵ　　 型 生 育 調 節剤 を考 慮 す る

図2　最高分げっ期（10盛期）の生育診断と水管理等の決定
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数　（本／d）

生 育 型
窒 素 追 肥 （kg／ 10 a ）

穂 首 分化 期 幼 穂 形成 期 減 数 分裂 期

Ⅰ　　 型 ム ラ直 し 2 kg 2 k g
Ⅱ　　 型 な　　 し 2 － 2．5kg 2 kg
Ⅲ　　 型 な　　 し 2 kg 2 kg
Ⅳ　　 型 な　　 し ム ラ直 し 1 kg 2 kg
Ⅴ 【 1 型 な　　 し な　　 し 2 kg
V ， 2 型 な　　 し な　　 し 2 kg
Ⅵ　　 型 な　　 し な　　 し ム ラ直 し 1 kg

図3　幼穂形成期（11葉期）の／L育診断による追肥の判定

4　お　わ　り　に

基本的には個々の圃場の／書三雨量を調査し，時期別理想生

育最を展準にして生育診断を行い∴適切な肥培管理に努め

る。その結果，きめこまかな技術対応が可能になり．生育

を理想に近づけるようコントロールできるので，あきた39

の目標収星である720－750kg／10a水準を安定的に得るこ

とが可能となる。ただし，この基準値は地域，土壌タイプ，

栽培法等によって多少異なる。
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